
No.36 大多喜城分館の休館について                   （令和 7年 2月受付） 

内容  休館になってから随分時間がたっているように感じます。休館理由、

開館予定について公表して頂きたいです。また、開館運営方針なども公

表願えれば幸いです。全国に楽しみにしている方も多くいるのではない

のでしょうか。 

 旧大多喜街道（小土呂地区）を町指定史跡に加えたらいかがかと思い

ます。江戸時代や安土桃山時代以前からの街道を後世に残し観光開発の

一つとして、ぜひ加えて頂きたいです。 

回答 現在、休館となっています大多喜城分館の再開時期については、施設

のバリアフリー化や耐震補強工事など、施設のリニューアルに向け千葉

県にて準備が進められておりますが、令和６年度から７年度に補強、意

匠設計を、令和８年度から令和１０年度に躯体の改修工事を行う予定で

あり、開館予定は令和１１年度中になる見込みです。 

このような予定の中、町では今後の移譲に向け、県との要望事項や確

認事項等についての協議及び移譲後の利用方針や展示計画などについて

検討を行っているところです。 

また、運営方針については、大多喜町の博物館として大多喜町の歴史

と文化をテーマとした企画展示活動などを行う計画を考えております。 

旧大多喜街道の小土呂切割道については、昔からの旧状がよく残され

ており、江戸時代の街道として価値が高いものです。 

現在、一部の区間は落石や倒木のほか、雑木、竹などが生い茂り通行

に支障をきたしている箇所もありますので、保全上の問題や管理上の問

題も含めて、文化財審議会で検討したいと考えます。 

 


